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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光学レンズにより結像した像を光電変換する光電変換素子と、
　前記光電変換素子により光電変換された撮像画像のエッジ成分を検出することにより輪
郭強調信号を生成する輪郭強調手段と、
　前記輪郭強調信号の強度に基づき、前記撮像画像における電子ズーム領域を決定する電
子ズーム領域決定手段と、
　画像の拡大・縮小を指示する指示手段と、
　前記指示手段による指示に対応する電子ズーム手段のズームパラメータとを設定するパ
ラメータ設定手段と、
　前記指示手段による指示が入力された時、前記電子ズーム領域決定手段により決定され
た前記電子ズーム領域に対して、前記パラメータ設定手段で設定されたパラメータにより
、前記撮像画像の電子ズームを行う前記電子ズーム手段と、
　を備え、
　前記電子ズーム領域決定手段は、前記エッジ成分の検出量が多い領域であってかつ当該
検出量が同等の領域が複数存在する場合は画像中央に近い領域を前記電子ズーム領域とし
て設定することを特徴とする内視鏡システム。
【請求項２】
　光学ズーム手段の有無を検知する検知手段をさらに備えることを特徴とする請求項１に
記載の内視鏡システム。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ズーム機能を備えた内視鏡システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、内視鏡システムは、医療分野及び工業分野において広く用いられている。被
写体は、内視鏡挿入部の先端部に設けられた撮像素子により撮像され、被写体像がモニタ
装置に表示される。術者等は、そのモニタに映し出された被写体の画像を見て、観察を行
うことができる。撮像素子と観察光学系が、内視鏡挿入部の先端部に内蔵されている。
【０００３】
　近年、特開２００９－１４８３６９号公報に開示されているように、被写体像の２焦点
のフォーカシング機能のために、観察光学系のレンズ枠を光軸方向に移動させる機構を挿
入部内に有する内視鏡装置が提案されている。そのレンズ枠を移動させるアクチュエータ
として、形状記憶合金ワイヤが用いられ、ワイヤに流れる電流を制御することによって伸
縮し、観察光学系のフォーカシング機能を実現している。
【０００４】
　また、例えば特開２０１０－４８１２０号公報には、形状記憶合金ワイヤに電流を流し
たときの最大抵抗値と最小抵抗値を記憶して、ワイヤに流れる電流値に基づく抵抗制御を
行うアクチュエータシステムが提案されている。
【０００５】
　なお、２焦点の光学ズーム動作において、レンズ移動の応答性等を改善するものとして
、本出願人による特願２０１０－１５６１５６号(未公開)がある。
【０００６】
　ところで、光学ズームと電子ズームを備えた従来の電子内視鏡システムでは、光学ズー
ムと電子ズームを別々の操作機能として設けていたため、各々のズーム倍率変更を個別に
調整する必要があり、操作手順が増える等の問題があった。このため、光学ズームと電子
ズームを備えた内視鏡において、両ズーム機能を連動して協調動作させる際には、個別の
機能設定のみで行うので、操作手順及び操作時間が増える等の問題を生じる。
【０００７】
　本発明は、この課題を解決し、光学ズームと電子ズームを備えた内視鏡において、両ズ
ーム機能の連動設定に基づき連動動作することにより、被検体を観察する際に面倒な設定
及び操作が不要となり、操作性に優れた内視鏡システムを提供することを目的とするもの
である。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一態様の内視鏡システムは、光学レンズにより結像した像を光電変換する光電
変換素子と、前記光電変換素子により光電変換された撮像画像のエッジ成分を検出するこ
とにより輪郭強調信号を生成する輪郭強調手段と、前記輪郭強調信号の強度に基づき、前
記撮像画像における電子ズーム領域を決定する電子ズーム領域決定手段と、画像の拡大・
縮小を指示する指示手段と、前記指示手段による指示に対応する電子ズーム手段のズーム
パラメータとを設定するパラメータ設定手段と、前記指示手段による指示が入力された時
、前記電子ズーム領域決定手段により決定された前記電子ズーム領域に対して、前記パラ
メータ設定手段で設定されたパラメータにより、前記撮像画像の電子ズームを行う前記電
子ズーム手段と、を備え、前記電子ズーム領域決定手段は、前記エッジ成分の検出量が多
い領域であってかつ当該検出量が同等の領域が複数存在する場合は画像中央に近い領域を
前記電子ズーム領域として設定する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
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【図１】本発明の一実施形態の内視鏡システムの全体構成を示すブロック図。
【図２】電子拡大連動の設定画面を示す図。
【図３】内視鏡の撮像ユニットにおける光学ズームの構成例を示す断面図。
【図４】電子ズーム手段の構造を示すブロック図。
【図５】電子ズーム領域決定手段で分割された領域を示す図。
【図６】領域ごとのエッジ抽出の結果、エッジ成分の多少に基づきエリア選定する際の選
定基準を示す図。
【図７Ａ】２画面合成表示(縦横比16:9)を記録機器(同比4:3)へ出力する一態様における
、モニタへの出力状態を示す図。
【図７Ｂ】２画面合成表示(縦横比16:9)を記録機器(同比4:3)へ出力する一態様における
、記録機器への出力状態を示す図。
【図８Ａ】２画面合成表示(縦横比16:9)を記録機器(同比4:3)へ出力する他の態様におけ
る、モニタへの出力状態を示す図。
【図８Ｂ】２画面合成表示(縦横比16:9)を記録機器(同比4:3)へ出力する他の態様におけ
る、記録機器への出力状態を示す図。
【図９Ａ】２画面合成表示(縦横比16:9)を記録機器(同比4:3)へ出力するもう１つの他の
態様における、モニタへの出力状態を示す図。
【図９Ｂ】２画面合成表示(縦横比16:9)を記録機器(同比4:3)へ出力するもう１つの他の
態様における、記録機器への出力状態を示す図。
【図１０】算出されたIHbの数値と、IHb画像処理の有無に対応した内視鏡画像と、可視化
する際の表示モードと、の組み合わせの一態様を示す図。
【図１１】算出されたIHbの数値と、IHb画像処理の有無に対応した内視鏡画像と、可視化
する際の表示モードと、の組み合わせの他の態様を示す図。
【図１２】算出されたIHbの数値と、IHb画像処理の有無に対応した内視鏡画像と、可視化
する際の表示モードと、の組み合わせのもう１つの他の態様を示す図。
【図１３】算出されたIHbの数値と、IHb画像処理の有無に対応した内視鏡画像と、可視化
する際の表示モードと、の組み合わせのもう１つの別の他の態様を示す図。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
以下、本発明の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。　
　図１は本発明の一実施形態の内視鏡システムの全体構成のブロック図を示している。
【００１１】
　図１において、内視鏡システム１は、プロセッサ２と、複数の内視鏡(以下、スコープ)
３と、外部機器４と、指示手段５と、表示装置としてのモニタ６と、記録機器７とを備え
ている。ここで、スコープ３、外部機器４、指示手段５、モニタ６、及び記録機器７は、
上記プロセッサ２の外部に接続されている。
【００１２】
　スコープ３は複数(例えば２つ)のスコープ３１，３２を備えている。スコープ３１，３
２はいずれか一方(例えばスコープ３１)が光学ズーム機構(光学系ズームレンズが移動可
能な構造)を備えたズーム型内視鏡となっている。　
　光学ズーム機能としては、例えば近点フォーカス(以下、Near)及び遠点フォーカス(以
下、Far)の２焦点を備えたものである。
【００１３】
スコープ３１，３２はそれぞれに、光電変換素子３１ａ，３２ａと、各スコープの操作部
に配設された図示しないスコープスイッチを備えている。ここで、光電変換素子とは、被
検体光像を結像するレンズとそのレンズを通した被検体像を受光し電気信号として出力す
るＣＣＤのような撮像素子とを含めた表現である。　
　指示手段５は、外部入力指示手段としてのスコープスイッチ，キーボードまたはフロン
トパネル(タッチパネル)などのいずれかで構成され、各種の動作，設定，及び選択につい
ての指示を入力するものである。
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【００１４】
動作選択指示手段６は、指示手段５による指示が行われた時、レンズ制御手段２２１のみ
が動作する第１の設定と、電子ズーム手段２２２のみが動作する第２の設定と、前記レン
ズ制御手段２２１と前記電子ズーム手段２２２とが共に動作する第３の設定と、を選択指
示するものである。動作選択指示手段６としては、例えばスコープスイッチ，キーボード
またはフロントパネル(タッチパネル)などにおける特定のキーが割り当てられている。
【００１５】
プロセッサ２は、映像信号入力検知手段２１と、制御部２２と、合成・レイアウト手段２
３と、平滑化処理手段２４と、ヘモグロビン(以下、ＩＨb)算出手段２５とを備えている
。
【００１６】
映像信号入力検知手段２１は、映像信号の同期信号を検出する一方、スコープ識別番号(
以下、スコープＩＤ)を識別することによって、映像信号入力を検知する。　
　制御部２２は、映像信号入力検知後の複数の映像信号入力のうちの１つの映像信号を親
画面映像信号として出力し、他の映像信号入力を子画面映像信号として出力するように制
御することができる。その際、光学ズーム機能を備えたスコープ３１からの映像信号のみ
を親画面映像信号として出力し、スコープ３２からの映像信号や外部機器４からの映像信
号を出力させないように制御することもできる。このようにスコープ３１からの映像信号
のみを親画面映像信号として出力し、スコープ３２からの映像信号や外部機器４からの映
像信号を出力させない場合には、スコープ３１からの映像信号に対してはレンズ制御手段
２２１及び電子ズーム手段２２２を用いて適宜の拡大倍率で処理して出力することができ
る。なお、スコープ３１からの映像信号を親画面映像信号として出力し、スコープ３２か
らの映像信号を子画面映像信号として出力する場合には、スコープ３２からの映像信号に
対して電子ズーム手段２２２を用いて適宜の縮小倍率で処理して子画面映像信号を作成す
ることができる。
【００１７】
　制御部２２は、レンズ制御手段２２１と、電子ズーム手段２２２と、子画面生成手段２
２３と、パラメータ設定手段２２４と、ズーム制御手段２２５とを備えている。　
レンズ制御手段２２１は、光学系ズームレンズの位置を制御して光学ズーム倍率を変更す
るものである。光学ズームは、スコープ３１の挿入部の先端部分でズームレンズを撮影光
軸方向に進退可能に移動して撮影画像をズーミングする構造となっている。本実施形態で
は、Far(遠点)，Near(近点)の２焦点となっている。
【００１８】
電子ズーム手段２２２は、光電変換素子３１ａにより光電変換された撮像画像の電子ズー
ム倍率を変更するものである。電子ズームは、光電変換された撮像信号を信号処理して撮
影画素に基づいて画素数を増減等することにより画像の拡大縮小処理(以下、拡縮処理)を
行うものである。
【００１９】
子画面生成手段２２３は、合成・レイアウト手段２３で二画面重畳表示または二画面並置
表示する際に、各表示態様に応じた縮小倍率で子画面映像信号を生成して出力可能とする
ものである。　
パラメータ設定手段２２４は、指示手段５による指示と前記動作選択指示手段６による指
示とに対応する、前記レンズ制御手段２２１の制御パラメータ値と前記電子ズーム手段２
２２のズームパラメータとを設定する。
【００２０】
ズーム制御手段２２５は、前記指示手段５による指示と前記動作選択指示手段６による指
示とに対応する、前記パラメータ設定手段２２４により設定された前記レンズ制御手段２
２１の制御パラメータ値と前記電子ズーム手段２２２のズームパラメータとに基づき、前
記レンズ制御手段２２１と前記電子ズーム手段２２２とにズーム倍率を変更するための制
御信号を出力する。



(5) JP 5290475 B2 2013.9.18

10

20

30

40

50

【００２１】
　合成・レイアウト手段２３は、親画面映像信号と子画面映像信号とを重畳表示するピク
チャ・イン・ピクチャ(以下、PinP)或いは並置表示するピクチャ・アウト・ピクチャ(以
下、PoutP)の表示の場合に、親画面映像信号と子画面映像信号の２つの映像信号を合成し
、かつ合成時の表示画面上における両者のレイアウト(左右に並列に配置する並列表示か
、子画面を親画面に重畳させる親子表示か、光学ズーム可能な内視鏡画像のみのフル画面
表示か、入力映像信号のどれか１つのみのフル画面表示かなど)を生成するものである。
なお、このような内視鏡画像と共に、画像中の特定領域又は全体領域における、ＩＨb算
出手段２５によるＩＨbの平均値などの数値を画面上に追加表示するようにしてもよい。
【００２２】
また、合成・レイアウト手段２３は、モニタ表示用にレイアウトされた合成映像信号と、
記録機器用にレイアウトされた合成映像信号との二種類の合成映像信号を出力することが
可能である。なお、制御部２２からの内視鏡画像のみを単独でズーミングしてフル画面出
力することも可能であることは勿論である。
【００２３】
平滑化処理手段２４は、PinP及びPoutPの表示において、子画面を縮小表示した場合に、
縮小倍率によっては、例えば通常サイズの１／４倍に縮小したことによって縮小された子
画面の画像とその周辺のマスク領域との境界部分の画像にジャギーが発生(境界部分にギ
ザギザが発生)するのを、境界部分を平滑化処理することによって画質が悪化するのを防
ぐためのものである。この平滑化処理は、縮小処理した際に発生したギザギザの境界部分
に周辺の画素を用いて補間演算して得た画素を補間することによって、平滑化するもので
ある。
【００２４】
　以上の本実施形態の内視鏡システムにおけるズーム動作モードには、光学ズーム単独で
動作する動作モード、電子ズーム単独で動作する動作モード、光学ズーム及び電子ズーム
が協調して連動動作する動作モード、の３つの動作モードがある。光学ズームと電子ズー
ムが連動して動作する際には、必ず光学ズームを優先して動作させた後に電子ズームを動
作させることが好ましい。
【００２５】
　本願実施形態では、光学ズーム及び電子ズームが協調して連動動作する動作モード(以
下、電子拡大連動という)を実施する場合について以下に説明する。
【００２６】
　本願実施形態において、光学ズーム及び電子ズーム可能な複数種類のスコープが接続さ
れる二種類のプロセッサに対して、各プロセッサに接続されたスコープの電子拡大連動の
ズーム倍率を設定するための設定動作について説明する。各プロセッサには、一連の設定
動作の特定の遷移ステップで、予め選択可能な電子ズーム倍率を所定数ずつ用意してある
。
【００２７】
設定値の仕様として
　プロセッサＡ：[OFF]、[×1.2]、[×1.5]、[×1.0⇒1.2]、[×1.0⇒1.5]
プロセッサＢ：[OFF]、[×1.4]、[×1.6]、[×1.8/2.0]、[×1.0⇒1.4]、[×1.0⇒1.6]、
[×1.0⇒1.8/2.0]
なお、電子拡大連動の動作遷移態様(動作モード)にはどのプロセッサＡ，Ｂについても後
述する二種類の動作モード１，２がある。
【００２８】
プロセッサＡの電子ズームについて見ると、[OFF]は電子ズームオフ(即ち電子拡大連動オ
フ)を意味し、[×1.2]及び[×1.5]は動作モード１に対応し、撮像したままの表示画像の
通常サイズを[×1.0]としたとき、[×1.2]は通常サイズ[×1.0]の１．２倍であることを
表し、[×1.5]は通常サイズ[×1.0]の１．５倍であることを表している。また、[×1.0⇒
1.2]及び[×1.0⇒1.5]は動作モード２に対応し、[×1.0⇒1.2]は一旦通常サイズ[×1.0]
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に設定された状態から遷移して倍率[×1.2]の状態にズーム設定されることを表し、[×1.
0⇒1.5]は一旦通常サイズ[×1.0]に設定された状態から遷移して倍率[×1.5]の状態にズ
ーム設定されることを表している。状態の遷移は、電子拡大連動ボタン又は専用の遷移ボ
タンをユーザーが操作することによって実施できる。
【００２９】
　プロセッサＢについても同様の表記となっている。[×1.4]，[×1.6]及び[×1.8/2.0]
は動作モード１に対応し、[×1.0⇒1.4]，[×1.0⇒1.6]及び[×1.0⇒1.8/2.0]は動作モー
ド２に対応している。[×1.8/2.0]はスコープＢの種類によっては[×1.8]又は[×2.0]と
なる場合があることを示している。
【００３０】
例えばプロセッサＡに接続したスコープに対しては、電子拡大連動モードの設定時、電子
ズーム倍率設定として後述の動作モード１に対応して[×1.2][×1.5]のいずれかか、或い
は、動作モード２に対応して[×1.0⇒1.2][×1.0⇒1.5]のいずれかを設定することができ
る。
【００３１】
プロセッサＢに接続したスコープに対しては、電子拡大連動モードの設定時、電子ズーム
倍率設定として動作モード１に対応して[×1.4][×1.6][×1.8/2.0]のいずれかか、或い
は、動作モード２に対応して[×1.0⇒1.4][×1.0⇒1.6][×1.0⇒1.8/2.0]のいずれかを設
定することができる。
【００３２】
　電子拡大連動での動作モード１と動作モード２とは、下記のように設定時及び観察時の
態様が異なっている。　
《動作モード１》
(設定時)
　「電子拡大連動」=[×1.X]の選択時　倍率1.XとしてはプロセッサＡ用として1.2及び1.
5のいずれか、プロセッサＢ用として1.4，1.6及び1.8/2.0のいずれかをユーザーが選択し
て設定可能となっている。倍率[×1.X]の設定画面は例えば図２に示すようになっている
。設定画面の「電子拡大連動」の右側枠にカーソルをポイントするとプルダウンメニュー
で等で選択可能な倍率が表示される。
【００３３】
「電子拡大連動」=[×1.X」時、光学ズームは遠点フォーカス(Far)と近点フォーカス(Nea
r)の予め決められた２焦点のいずれかで制御可能とされている。つまり、光学ズームにつ
いては、各遷移ステップごとに予めFarかNearかが決められている。
【００３４】
(観察時)
　「電子拡大連動」のパラメータ設定後、まずスコープの操作部に設けられているスコー
プスイッチのうちの「電子拡大連動」ボタンを押し電子拡大連動の動作モードとした後、
次に遷移ボタンを押す。遷移ボタンを押す度に、下記の(1)，(2)，(3)の順に予め設定し
たズーム倍率状態を遷移させて、各遷移状態での観察をすることが可能となる。
【００３５】
(1)　Far
(2)　Near&電子拡大[×1.X]
(3)　Far&電子拡大[×1.0]
　下記に(1)～(3)に関連する、制御部２２の制御動作を説明する。　
　まず、遷移状態(1)では光学ズームのFarのみの状態に制御する。　
　次に、遷移状態(2)に移行すると、(2)状態下の「電子拡大」操作による電子拡大制御を
許可する。つまり、「電子拡大連動」用のメニューとは別に「電子拡大」というメニュー
があって、プロセッサＡの場合、「電子拡大」メニューには×1.0，×1.2，×1.5という
３つの倍率があって、この３つでトグルして倍率変更して観察可能となっている。プロセ
ッサＢの場合は、「電子拡大」メニューには×1.0，×1.4，×1.6，×1.8/2.0という４つ
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の倍率があって、この４つでトグルして倍率変更して観察可能となっている。
【００３６】
　(2)移行時、(1)状態下の電子拡大倍率(例えば×1.0)によらず「電子拡大連動」設定に
従った電子拡大制御を行う。Ｘが1.2に設定されれば、光学ズームをNearとしかつ電子拡
大倍率を[×1.2]とする。
【００３７】
　(3)移行時、(2)状態下の電子拡大倍率によらず強制的に光学ズームをFarとしかつ電子
拡大倍率を×1.0にする。
【００３８】
《動作モード２》
(設定時)
　「電子拡大連動」=[×1.0⇒1.X]選択時　倍率遷移{×1.0⇒1.X]における倍率1.Xとして
はプロセッサＡ用として1.2及び1.5のいずれか、プロセッサＢ用として1.4，1.6及び1.8/
2.0のいずれかを設定可能となっている。
【００３９】
「電子拡大連動」=[×1.0⇒1.X]時、光学ズームは遠点フォーカス(Far)と近点フォーカス
(Near)の予め決められた２焦点のいずれかで制御可能とされている。つまり、光学ズーム
については、動作モード１と同様に各遷移ステップごとに予めFarかNearかが決められて
いる。
【００４０】
(観察時)
　動作モード１との違いは、上記の(1)Farと(2)Near&電子拡大[×1.X]の間に、下記の(2)
Near&電子拡大[×1.0]のステップを挿入したものである。それ故、遷移ボタンを押すと、
下記の(1)Farから(3)Near&電子拡大[×1.X]に移行する前に、一旦、電子拡大しない標準
状態である(2)Near&電子拡大[×1.0]のステップに移行した後、次の(3)Near&電子拡大[×
1.X]に移行する。更にその後、(4)のFar&電子拡大[×1.0]に移行する。
【００４１】
(1)　Far
(2)　Near&電子拡大[×1.0]
(3)　Near&電子拡大[×1.X]
(4)　Far&電子拡大[×1.0]
　下記に(1)～(4)に関連する、制御部２２の制御動作を説明する。
【００４２】
　まず、遷移状態(1)では光学ズームのFarのみの状態に制御する。　
　次に、遷移状態(2)を経て遷移状態(3)に移行すると、(2)(3)状態下の「電子拡大」操作
による電子拡大制御を許可する。つまり、「電子拡大連動」用のメニューとは別に「電子
拡大」というメニューがあって、プロセッサＡの場合、「電子拡大」メニューには×1.0
，×1.2，×1.5という３つの倍率があって、この３つでトグルして倍率変更して観察可能
となっている。プロセッサＢの場合は、「電子拡大」メニューには×1.0，×1.4，×1.6
，×1.8/2.0という４つの倍率があって、この４つでトグルして倍率変更して観察可能と
なっている。
【００４３】
　(2)移行時、(1)状態下の電子拡大倍率によらず強制的に光学ズームをNearとしかつ電子
拡大倍率を×1.0にする。
【００４４】
　(3)移行時、(2)状態下の電子拡大倍率によらず「電子拡大連動」設定に従った電子拡大
制御を行う。Ｘが1.2に設定されれば、光学ズームをNearとしかつ電子拡大倍率を[×1.2]
とする。
【００４５】
　(4)移行時、(3)状態下の電子拡大倍率によらず強制的に光学ズームをFarとしかつ電子
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拡大倍率を×1.0にする。
【００４６】
　図２は上記電子拡大連動の設定画面を示している。この設定画面は、モニタ７の表示画
面上に表示されるユーザーメニューから、観察設定「」画面を開いた状態を示している。
観察時に必要な各種の設定を行える。「観察設定」画面として、電子拡大連動のタブを含
んでいる。
【００４７】
設定値としては、例えば上述の場合と同様に
　プロセッサＡ：[OFF]、[×1.2]、[×1.5]、[×1.0⇒1.2]、[×1.0⇒1.5]
プロセッサＢ：[OFF]、[×1.4]、[×1.6]、[×1.8/2.0]、[×1.0⇒1.4]、[×1.0⇒1.6]、
[×1.0⇒1.8/2.0]
の設定値が用意されている。
【００４８】
　なお、電子ズームの倍率設定に関連して、例えば、電子ズームボタンを連打したときに
連打することによってパラメータ等をプロセッサに設定した場合などに、何回も連打した
とき、画像がくずれてしまう可能性がある。特に、パラメータ設定の処理時間が遅れてし
まってモニタにパラメータ表示が現れる前に連打したことで、設定未完了状態のパラメー
タが入力されてしまい、例えば拡大率を１．５倍とするべきを１．２倍のパラメータが混
じって入力されてしまうことがある。これを防ぐために、連打したときにパラメータが確
定(設定完了)されるまで次のパラメータを受け付けないようにソフトウェアでマスクをか
ける。これにより、ボタン操作が連続的に行われても、ボタン操作に伴う設定処理の動作
が適切な時間間隔で実行されるようになる。
【００４９】
また、内視鏡システムにおける電源投入に伴うシステム起動時に、同期信号の周期が乱れ
その期間、モニタの表示画面が乱れてしまう問題がある。これを防ぐために、システム起
動時に、同期信号の周期が適正になるまでの期間、電子ズーム等の画像処理中の画像を出
力させないように、画像表示をミュートする。
【００５０】
　図３は内視鏡内の撮像ユニットにおける光学ズームの構成例を示している。　
　図３において、符号１７は対物レンズ系、１７ａ，１７ｂ，１７ｃ，１７ｄ，１７ｅは
対物レンズ系１７を構成する複数のレンズ（光学素子を含む）、１８は撮像素子としての
ＣＣＤ、１９は撮像ユニット、２９はアクチュエータ、２９ａはアクチュエータ移動部、
２９ｂはアクチュエータ本体、３３はレンズ枠、３４は移動レンズ枠、３４ａはレンズ保
持枠部、３４ｂはＣＣＤ枠３５に設けた長溝(図示略)内を貫通するアーム部、３４ｃはア
クチュエータ連結部、３５はＣＣＤ枠である。
【００５１】
　接合レンズ１７ｄは、近景の位置から遠景の位置までを可動範囲として、その可動範囲
内の任意の位置に移動設定できるようになっている。
【００５２】
　接合レンズ１７ｄは可動範囲(移動範囲)に移動可能であり、アクチュエータ駆動信号に
より最も前方側に移動された近景時の設定状態の場合には、図３の２点鎖線で示す位置に
設定され、この設定状態では近点側にフォーカスした近景をＣＣＤ１８に結像する状態と
なる。なお、アクチュエータ駆動信号は、ズーム指示に基づて制御部２２から供給される
。
【００５３】
　また、アクチュエータ駆動信号により最も後方側に移動された場合には、接合レンズ１
７ｄは図３の実線で示す最も後方側の位置に設定され、この状態は遠点側となる遠景時の
設定状態となる。この遠景時の設定状態では、遠景にフォーカスし、ＣＣＤ１８に結像す
る状態となる。 
　このように、接合レンズ１７ｄをアクチュエータ２９により対物レンズ系１７の光軸Ｏ
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上を前後に移動して、図３に示すように近景（近点側）から遠景（遠点側）までをＣＣＤ
１８に結像できる。
【００５４】
　図４はプロセッサ内の上記電子ズーム手段の構成を示している。　
　電子ズーム手段２２２は、スコープ３１からの撮像画像に基づき輪郭強調信号を生成す
る輪郭強調手段２２２ａと、前記輪郭強調信号の強度に基づき、前記撮像画像における電
子ズーム領域を決定する電子ズーム領域決定手段２２２ｂとを備え、前記電子ズーム領域
決定手段２２２ｂにより決定された電子ズーム領域に対して、電子ズームを行う。
【００５５】
　例えば、１枚の画像を５エリアに分割して、各エリアでエッジ成分がどの位あるのか、
即ち水平エッジ成分と垂直エッジ成分がどの位あるのか、を抽出し、最もエッジ成分の多
いエリアを選択し、そのエリアを電子ズームする。
【００５６】
　図５は上記電子ズーム領域決定手段で分割された５つの領域を示している。
　５つの領域は、表示画面における中央部と４隅の周辺部を含む５つの領域で構成される
。
【００５７】
図６は、エリアごとのエッジ抽出の結果、エッジ成分の多少に基づきエリア選定する際の
選定基準を示している。
【００５８】
　最もエッジ成分が密集していた部位のエリアを○と表記している。中央部のエリアＥに
エッジ成分が密集していたらエリアＡ～Ｄにおいてもエッジ検出量が同様(同等)に多くて
も、エリアＥを選択する。
【００５９】
　なお、上記実施形態では、電子ズーム領域を撮像画像のエッジ成分に基づき決定してい
るが、撮像画像の明るさ成分に基づき電子ズーム領域を決定するようにしてもよい。管腔
内の内視鏡画像においては、照明光の照射によって内壁のポリープ等の突出部分が明るく
撮影されるので、撮像画像の明るさレベルを測定することによって画像の明るい部分を電
子ズーム領域として決定することもできる。
【００６０】
また、上記実施形態では、光学ズームの構成において、２焦点にフォーカスする場合につ
いて述べてあるが、本発明は２焦点のフォーカスの場合に限定されず、単焦点のフォーカ
スの場合にも応用することが可能である。
【００６１】
　光学ズームと電子ズームを備えた従来の電子内視鏡システムでは、光学ズームと電子ズ
ームを別々の操作機能として設けていたため、各々のズーム倍率変更を個別に調整する必
要がある。また、光学ズームと電子ズームを備えた内視鏡において、両ズーム機能を連動
して協調動作させる際には、個別の機能設定のみで行うので、操作手順及び操作時間が増
える。このような問題に対して、以上述べた本発明の実施形態によれば、光学ズームと電
子ズームを備えた内視鏡において、両ズーム機能の連動設定に基づき連動動作することに
より、被検体を観察する際に面倒な設定及び操作が不要となり、操作性に優れた内視鏡シ
ステムを実現することが可能となる。また、１枚の画像を複数のエリアに分けて、各エリ
アでエッジ成分又は明るさ成分の多いエリアを被検体の注目すべき領域であるとして電子
ズーム領域を決定するので、ズームするエリアを自動的に選択して電子ズームすることが
可能となり、光学ズームと電子ズームを備えた内視鏡において、両ズーム機能の連動設定
に基づき連動動作することにより、被検体を観察する際に面倒な設定及び操作が不要とな
り、操作性に優れた内視鏡システムを提供できる。
【００６２】
　ところで、ピクチャインピクチャ(PinP)やピクチャアウトピクチャ(PoutP)のような２
画面合成した画像をモニタに表示すると同時に、プリンタのような記録機器に出力して印
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刷する際に問題となる点がある。
【００６３】
この２画面合成表示(例えばPinP)のレイアウトは表示用モニタを基準に考えられているた
めに、例えばモニタと記録機器とでアスペクト比や面面サイズ等が異なる場合、表示モニ
タのPinPレイアウトを記録機器へそのまま適用すると、記録機器のPinP画像の視認性が悪
くなってしまう。
【００６４】
図７Ａ－Ｂ乃至図９Ａ－Ｂは２画面合成表示(縦横比16:9)を記録機器(同比4:3)へ出力す
る態様を提案するものである。図７Ａ－Ｂ乃至図９Ａ－Ｂに示す画像はすべて内視鏡シス
テムからモニタや記録機器へ動画を送っているときの画像状態を示していて、出力側の機
器であるモニタや記録機器の制御については述べていない。
【００６５】
　図７Ａ－Ｂに示す例では、モニタ７がＨＤ(高解像度)１６：９表示状態(図７Ａ)では、
内視鏡画像と外部入力画像とが重ならないように並列表示できるが、このレイアウトをそ
のまま図７Ｂに示すように記録機器８(ＳＤ(標準解像度)４：３）へ出力すると、アスペ
クト比の違いにより２つの画像が過度に重なってしまう。そこで、記録機器８へは図７Ｂ
に示すように内視鏡画像のみ（もしくは外部入力画像のみ）を出力する。
【００６６】
　図８Ａ－Ｂに示す例では、モニタ７の画像は図７Ａ－Ｂと同様であり、図８Ｂに示すよ
うに記録機器８の画像において、外部入力画像に対して内視鏡画像のサイズを小さくして
、外部入力画像を親画面、内視鏡画像を子画面として、親子を重ねて表示する。親子関係
は逆にしてもよい。
【００６７】
図９Ａ－Ｂに示す例では、モニタ７の画像は図７Ａ－Ｂと同様であり、画像記録実行時の
記録機器８の出力は、本来の２種類の重畳画像ではなく、図９Ｂに示すように、まず内視
鏡画像、次に数秒程度の間をおいて外部入力画像を順次出力する。記録機器８へ順次出力
される内視鏡画像及び外部入力画像は数秒間(即ち数十フレーム)ずつの動画が出力される
ことになる。これにより、記録機器８では内視鏑画像、外部入力画像共に大きなサイズで
画像記録可能となる。
【００６８】
　図７Ａ－Ｂ乃至図９Ａ－Ｂに示した例では、PinP表示の際に、ユーザーが詳細な設定を
行なうことなく、モニタおよび記録機器に対してそれぞれ適切なレイアウトでPinP画像を
出力することが可能となる。
【００６９】
更に、ヘモグロビン(以下、IHb)の色彩強調という機能がある。具体的には、画像処理し
て胃の粘膜などを可視的にする機能である。これは、撮像した画像の範囲でIHbを抽出及
び処理してモニタに画像として表示するものであり、画像処理の範囲が撮像信号の全体を
対象とする全領域モードと、画像処理の範囲が撮像信号の中央(即ちモニタの中央部)を対
象とする中央領域モードがある。その際、術者は、抽出し処理したIHbに関する画像の表
示よりも、IHbの数値だけを知りたい場合がある。
【００７０】
　図１０乃至図１３は、算出されたIHbの数値と、IHb画像処理の有無に対応した内視鏡画
像と、可視化する際の表示モードと、の組み合わせの態様を示している。　
　図１０は、中央領域モードでのIHbに関する画像処理を施さないままの通常の内視鏡画
像７ａを表示したものであり、IHb平均値(符号７ｂ)を表示したものである。この場合、
中央領域モードであることを「IHb_p=」の表記形態によって視認することができる。術者
は、このIHbの数値さえみれば、どれ位の症状なのかが分かるので、画像としては通常の
画像７ａを表示しているが、通常の画像７ａと共に算出したIHb数値(符号７ｂ)だけを載
せている。
【００７１】
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　図１１は、中央領域モードでのIHbに関する画像処理を施した画像７ｃを重畳表示した
ものと、IHb平均値(符号７ｄ)とを表示したものである。これにより、術者は、この処理
画像７ｃによって、実際のIHb数値と、実際にどの辺が炎症を起こしているかを色の差で
見ることが可能となる。
【００７２】
　図１２は、全領域モードでのIHbに関する画像処理を施さないままの通常の内視鏡画像
７ｆを表示したものであり、IHb平均値(符号７ｄ)を表示したものである。この場合、全
領域モードであることを「IHb_a=」の表記形態によって視認することができる。術者は、
このIHbの数値さえみれば、どれ位の症状なのかが分かるので、画像としては通常の全体
画像７ｆを表示しているが、通常の画像７ｆと共に算出したIHb数値(符号７ｄ)だけを載
せている。
【００７３】
　図１３は、全領域モードでのIHbに関する画像処理を施した画像７ｇと、IHb平均値(符
号７ｄ)とを表示したものである。これにより、術者は、この処理画像７ｇによって、実
際の数値と、実際にどの辺が炎症を起こしているかを色の差で見ることが可能となる。
【００７４】
図１０乃至図１３の例によれば、術者はIHbに関する画像処理を施さない状態でもIHbの数
値をいち早く知ることができ、診断時の利便性を増すことができる。
【００７５】
　一方、親画面と子画面を並置又は一部重畳してモニタ上の表示する場合において、子画
面として表示される画像については本来の画像のサイズを何分の一かに縮小されている。
モニタには一般的に奇数フィールドと偶数フィールドの各フィールドの奇数及び偶数の水
平走査ラインが交互にインターレース走査されるために、縮小倍率１／３の子画面画像を
作成する際には単純に奇数及び偶数の水平走査ラインから３本に２本ずつ間引き、かつ垂
直方向に並んだ画素ラインについても３本に２本ずつ間引くことによって、水平及び垂直
に１／３ずつ間引かれた画像が生成される。このような診断画像は、通常、画面上のマス
ク領域に８角形の外形を持って表示することが行われている。このような表示においては
、上記の間引きによって１／３倍に生成された縮小画像とマスク領域の斜めに傾斜した部
分との境界部分の縮小画像に視認できるほどのジャギーが発生せず、整った綺麗な画像と
して視認される。
【００７６】
　しかしながら、子画面画像の縮小倍率を変えて例えば１／４倍の縮小画像を生成すると
、１／４倍にされた縮小画像とマスク領域の斜めに傾斜した部分との境界部分の縮小画像
にジャギーが発生する。つまり、インターレースで拡縮処理を行う場合に１／４倍に縮小
するときのように、画像の斜め部分において、垂直方向に並んだ画素ラインの横方向の並
びに中間ラインが生成されないため(これに対して１／３倍のときは中間ラインが生成さ
れた)、平滑化処理で擬似的に中間ラインを生成することにより、視認できるジャギーの
ギザギザを解消する。
【００７７】
　尚、本発明は以上述べた実施形態のみに限定されるものではなく、発明の要旨を変えな
い範囲において、種々の変更、改変等が可能である。
【００７８】
　本出願は、２０１１年５月１２日に日本国に出願された特願２０１１－１０７４２１号
を優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の開示内容は、本願明細書、請求の
範囲に引用されるものである。
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